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平成20年度 第94回 教育研究審議会議事要録 

 

日 時  平成21年3月3日（火）13：30～14：30 
場 所  北方キャンパス本館 Ｅ701会議室 
出席者   矢田学長、近藤副学長、松藤副学長、中野副学長、尾上事務局長、板谷外国語学部長、 

白石経済学部長、松尾文学部長、山本法学部長、梶原国際環境工学部長、漆原基盤教育センター長、 
横山社会システム研究科長、齋藤マネジメント研究科長、稲月学生部長、二宮教務部長、 
木原国際教育交流センター長、晴山都市政策研究所長、赤塚学術情報総合センター長、 
田村入試センター長 

 
配布資料 1     マネジメント研究科の特任教員の選考について 
      2  経営学研究科の廃止の事由及び時期並びに学生の処置方法を記載した書類 
 3‐1  平成21年度計画（案） 
 3‐2  平成21年度計画試案 
 4    平成20年度後期学友会交渉申し入れ書（回答案） 
  5‐1  平成21年度地域貢献室会議委員の一部変更について 
 5‐2  平成21年度各種委員会等の構成 
 6‐1  北九州市立大学と教育委員会との協定書締結について 

 6‐2  北九州市教育委員会と北九州市立大学との包括協定について 
 7      平成21年4月入学者に対する緊急特別対策としての入学金納付猶予制度の概要 

 8      「本学の理念・目的及び学部学科等の目的」の説明について（依頼） 
   

 
第１号 特任教員の選考について 
 
＊ 資料1のとおり、マネジメント研究科からの申請に基づき、特任教員17名の選考について提案。 
 
【議長】提案について、承認してよろしいか。 
【委員全員】（異議なし） 
 
 
第2号 経営学研究科の廃止について 
 
＊ 資料2のとおり、平成19年度に学生募集を停止した経営学研究科に在籍する学生が平成20年3月をもって

いなくなったため、当該研究科の廃止について提案。 
 
【議長】提案について、承認してよろしいか。 
【委員全員】（異議なし） 
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第3号 平成21年度計画について 
 
＊ 資料3のとおり、平成21年度計画案について提案。 
 
○ 同計画は、本日の教育研究審議会で承認されれば、3月10日の経営審議会に諮り、最終的に決定することと

したい。 
● 中期計画No. 5 の「TOEIC、TOEFLの数値目標」の中で、教養科目における目標到達学生の割合は文系4
学部の昼間主コースの学生が対象である旨を、脚注で明示する必要はないか。 

○ この数値目標の対象については、既に法人評価委員会に説明し理解を得ている。 
● 中期計画No.60の「教育実施体制の構築」の進捗状況の中で、地域創生学群の専任教員数の総数と内訳が合

致していない。 
○ 総数 16 名（基盤教育センター12 名、都市政策研究所 3 名、キャリアセンター1 名）になるように修正した

い。 
 
【議長】提案について、承認してよろしいか。 
【委員全員】（異議なし） 
 
 
第4号 平成20年度後期学友会交渉申し入れ書回答（案）について 
 
＊ 資料4のとおり、平成20年度後期学友会交渉申し入れに対する回答案について提案。 
 
○ 回答案については、本日の教育研究審議会後、各学部等に持ち帰って議論していただき、意見があれば修正 
のうえ、次回の教育研究審議会で承認を得たい。学生には3月下旬に回答する予定である。 

● 履修登録についての回答に、「第2学期の修正申告期間を授業開始第2週目に設定することも検討したい」 
とあるが、21年度からの設定を想定したものか。 

○ 最終的な判断は、21年度の教務部委員会が行うが、教務部長としては21年度に試験的に設定したいと考え 
ている。 

 
【議長】各学部等から意見を集約後、次回（3月17日）の教育研究審議会で決定することでよろしいか。 
【委員全員】（異議なし） 
 
 
報告 
① 平成21年度地域貢献室会議委員の一部変更について、資料5‐1, 2のとおり報告があった。 
② 北九州市立大学と教育委員会との協定書締結について、資料6‐1, 2のとおり報告があった。 
③ 平成21年4月入学者に対する緊急特別対策としての入学金納付猶予について、資料7のとおり報告が 

あった。 
④ 新入生に対する各学部等のカリキュラム説明会で「本学の理念・目的及び学部学科等の目的」を説明する

ことについて、資料8のとおり報告があった。 
⑤ 次回の審議会を3月17日（火）に開催する予定である旨、報告があった。 


